




　昔、延宝・天和の頃（一六八一〜八四）露の五郎兵衛という人が、此所、北野天満宮をはじめ、
祇園真葛が原、四条河原、百万遍、その他諸所の開帳場に場所を占め、自作の笑いばなしを口演、
都の名物男と言われ、日本の落語家第一号となりました。
　元禄十六年（一七〇三）六十一歳で亡くなるまで、都の人気を一身に集め、数部の咄本を
著わし、遺した咄三百数十話、直接、間接に、現行落語の原話になっているものが沢山あり
ます。
　ゆかりの名前をいただいております私、落語生活五十年を期に、開祖の碑建立を発願し。
北野天満宮様の御好意と、社団法人京都デザイン協会・柴田石材様はじめ四方諸兄姉の御賛同、
御協力によって完成致しました。
　日本最初の落語家、露の五郎兵衛師の偉業をたたえ、遺徳に感謝し、ここに顕彰するもの
であります。
　　建立人　二代目　露の五郎
平成十一年三月吉日
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